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（安 心・ 安 全で 快適 に暮 ら せる まち ）  

（１ ）不 測の 事 態を 想定 し て、トイ レト レ ーラ ーの 導入 を 検討 さ

れた い。  

（２ ）避 難所 に おけ る使 用 済み ラッ プト イ レや 使い 捨て ト イレ な

ど排 泄物 の 処理 につ いて 、適 切 に行 うた め の方 策を 検討 さ れ

たい 。  

 

（生 きが い を持 って 健康 ・ 長寿 に暮 らせ る まち ）  

（１ ）公 民館 等 Ｗｉ －Ｆ ｉ 整備 事業 にお い ては 、更 なる 環境 の 強

化を 図り 、 利用 率向 上に 向 けた 周知 を徹 底 され たい 。  

（２ ）ウ イン グ ホー ル柏 斎 場の 待ち 日数 が 長く かか るた め に、東

葛 中 部 地 区 総 合 開 発 事 務 組 合 の 運 営 す る 火 葬 場 以 外 の 火 葬 場

を利 用し た 場合 の助 成 措 置 を速 やか に講 じ られ たい 。  

（３ ）夜 間小 児 救急 医療 確 保に 向け ては 、小 児 科医 の偏 在 や働 き

方 改 革 も 要 因 に な っ て い る こ と か ら 、 二 次 医 療 圏 に お け る 体

制強 化に 向 けて 流山 市の 課 題を 整理 され た い。  

 

（良 質な 住 環境 のな かで 暮 らせ るま ち ）  

（１ ）事 業系 ご みの 制度 変 更は 、市 内経 済や 自 治会 等の 活 動に 影

響 が 広 が っ て い る こ と か ら 、 広 く 寄 せ ら れ た 意 見 を 集 約 し 、

全庁 的な 共 有を 図ら れ た い 。  

（２ ）ぐ りー ん バス の路 線 維持 判断 で用 い る 収 支率 算出 に は、高

齢者 割引 が 無い もの とし て 算出 され たい 。  

（３ ）マ タニ テ ィタ クシ ー 利用 助成 制度 に つい ては 、今 後の 利 用

増が 見込 ま れる こと から 、今 年 度の 執行 率 を理 由に 予算 を 減

額す るこ と のな いよ う留 意 され たい 。  
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（４ ）地 球温 暖 化対 策事 業 につ いて は、省エ ネ や脱 炭素 へ の効 果

的 な 補 助 制 度 と な る よ う 拡 充 し 、 制 度 の 周 知 を 図 ら れ た い 。 

（５ ）運 転免 許 証自 主返 納 者割 引制 度に つ いて は、制度 の拡 充 を

求め る 市 民 の声 が多 くあ る こと から 、期 間の 拡 充を 検討 さ れ

たい 。  

 

（誰 もが 自 分ら しく 暮ら せ るま ち ）  

（１ ）老 人ク ラ ブの 活性 化 を図 り、新た な地 域 コミ ュニ テ ィの 創

出策 や孤 立 解消 施策 の拡 充 を図 られ たい 。  

（２ ）高 齢者 ふ れあ いの 家 支援 事業 につ い て、代表 者会 議 を開 催

し、 課題 把 握に 努め られ し っか りと 対応 さ れた い。  

 

（子 ども を みん なで 育む ま ち）  

（１ ）フ レン ド ステ ーシ ョ ンや 学校 内フ リ ース クー ルの み なら ず 、

不 登 校 児 童 生 徒 の 地 域 に お け る 多 様 な 居 場 所 づ く り に 向 け

た検 討を 開 始さ れた い。  

（２ ）い じめ 等 防止 対策 推 進事 業に つい て は、こど もの 権 利条 約

につ いて 学 ぶな ど、いじ め防 止 授業 の更 な る拡 充を 図ら れ た

い。  

（３ ）子 ども を みん なで 育 む計 画推 進事 業 につ いて は、子ど も の

権利 保障 の 具体 化を 進め る とと もに 、全 庁を あ げて 子ど も の

権利 、意 見 を計 画に 反映 さ れた い。  

 

（体 系外 ）  

（１ ）お くや み 相談 窓口 運 営事 業に つい て は、利用 件数 の 増加 に

つな がる よ う、事業 者や 市 民に 対し て更 な る周 知を 図ら れ た

い。  

 




